　　　　　　　　　　　　　　　平成30年度事業計画
１　事業実施の方針　
　平成4年生涯学習審議会答申において「生涯学習社会」とは，「人々が，生涯のいつでも，自由に学習機会を選択して学ぶことができ，その成果が適切に評価される」ような社会であるとされている。また平成18年改正教育基本法第3条(12月に可決・成立)においても，新たに「国民一人一人が，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることができるよう，その生涯にわたって，あらゆる機会に，あらゆる場所において学習することができ，その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない。」とされ「生涯学習の理念」として，生涯学習社会の実現に努めることが規定されている。
特定非営利活動法人ｉｎｇは、「生涯学習の理念」に基づき「生涯学習社会」を具現化するために愛知県安城市を中心に様々なライフステージにおける学習機会の提供と学習の成果活用による生きがいのあるまちづくりに寄与することを目的とし、次の事業を計画実施する。
具体的には、本法人の定款第５条第１項第１号の事業として、子育て親子支援、託児活動による女性の社会参加支援、中高年の健康や生きがい、仲間作りや多世代交流をとおしての市街地活性化事業、認知症学習、グリーフケア、DV被害者支援・高齢者見守り活動、通いの場作りなど各有償無償ボランティアによる分科会活動により運営する。

２　事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係わる事業
　　ア　子育て支援事業１＜子育て支援課　つどいの広場事業・子育て広場＞（委託事業）
（ア）事業内容
乳幼児親子がのんびりくつろげる子育て広場（公民館遊戯室）を開催する。またその広場が情報交換の場や、仲間作り、子育て不安解消など子育て情報発信基地として支援団体や、親同士のネットワーク作りが促進されるようコーディネートする。
　　　・ひろば開催日
　　　　　毎週水曜日、木曜日、金曜日
　　　・実施回数
　　　　　137日　
　　　・ほのぼのパーティー
＊7/6…リサイクルパーティー（別室借りる予定あり）
＊12/7…クリスマスパーティー（遊戯室内）
＊3/8…お別れ会（遊戯室内）
　　　　　　　・わらべうた（遊戯室内）
＊5月　7月　9月　1月　
　　　　　　　・親子あそび（遊戯室内）
＊6月　11月　2月
　　　　　　　・絵本の読み聞かせ(月3回)　
　　　　（イ）実施日　
平成30年4月1日から平成31年3月31日　
　　　　（ウ）実施場所
　　　　　　 安城市昭林公民館遊戯室
　　　　（エ）従事者の予定人数
　　　　　　　・ひろば各曜日6～7人
・親子あそび、わらべうた　各１人　
・絵本の読み聞かせ(月3回)　各1人
　　　　（オ）受益対象者の範囲及び参加予定人数
　　　　　　　安城および周辺地域在住の一般市民延べ4000人
　　　　（カ）収入予定額（子育て支援事業ア、イ、ウ、エ、オ、カ、キ収入合計）
　　　　　　　3,676,200円
　　　　（キ）支出予定額（子育て支援事業ア、イ、ウ、エ、オ、カ、キ支出合計）　
　　　　　　　3,676,200円

イ　子育て支援事業２＜子育て支援課　つどいの広場事業＞（委託事業）
（ア）事業内容『ほのぼのクラブ』(定員10人)　
　　　毎月１回、遊戯室でのひろばスタッフによるクラブ活動。広場ではなかなか話せない悩みや不安を講座ほど肩苦しくない気軽な雰囲気の中で、仲間作りと少し先輩ママであるひろばスタッフとの交流を通してみんなで子育てを楽しむ場作りをする。託児もひろばスタッフなので安心して子どもの様子を話し合い成長をみんなで楽しむ。
　　・参加予定人数
定員各10人　3回
（イ）実施場所
　　　昭林公民館
（ウ）従事者の人数
　　　・講師　1人
・司会、受付、記録等　　各回　　3人　
（エ）受益対象者の範囲
　　　安城および周辺地域在住の一般市民　

ウ　子育て支援事業３＜子育て支援課　つどいの広場事業・親子育ち愛クラス＞（委託事業）
（ア）事業内容『親子育ち愛クラス・赤ちゃんとママのしあわせベビーマッサージ』　　　　　　
　生命力を高め、愛と絆を深めるベビーマッサージを実施する。
· 実施日と参加予定数　
前期5回　　(午前午後各10人)延べ50人
後期5回　　(午前午後各10人）延べ50人
（イ）実施場所
　　　　　　昭林公民館
　　　（ウ）従事者の予定人数
　　　　　　　・講師　　　　　　　　　　　　　1人
・司会、受付、記録等　　各回　　2人　
　　　　（エ）受益対象者の範囲　　　　
　　　　　　　安城および周辺地域在住の一般市民

　　エ　子育て支援事業４＜子育て支援課　つどいの広場事業・親子らくだの会＞（委託事業）
　　　　（ア）事業内容　
　　　　　　　子育て仲間と安心して出会える親子一緒のおしゃべりサロンを臨床心理士等を招き、託児付で定例開催する。　　　　
　　　　（イ）実施予定日と参加予定人数
　　　　　　　定員各　3人　　延べ30人　             　
　　　（ウ）実施場所
　　　　　　 　昭林公民館　
　　　　（エ）従事者の予定人数
　　　　　　・臨床心理士　2人
· 司会、受付、記録等　　各回　3人　
　　　　（オ）受益対象者の範囲及
　　　　　　　安城および周辺地域在住の一般市民　

オ　子育て支援事業５＜子育て支援課　つどいの広場事業・おむすびの会＞（委託事業）
（ア）事業内容『おむすびの会』 (定員10人)　　　　　　
　親子でお散歩、外遊び、食事、季節の工作、おやつ作りなどを通して親子共々仲間作りを進め、互いの子供の成長を見守り励まし合う。
· 実施日と参加予定人数
定員各10人　延べ110人
（イ）実施予定場所
　　　　　　　昭林公民館と昭林公園
　　　　（ウ）従事者の予定人数
　　　　　　　・講師　　　　　　　　　　　　　1人
・司会、受付、記録等　　各回　　1人　
　　　　（エ）受益対象者の範囲
　　　　　　　安城および周辺地域在住の一般市民　

　　カ　子育て支援事業6＜子育て支援課　つどいの広場事業・造形おむすびの会＞（委託事業）
（ア）事業内容『造形おむすびの会』 (定員10人)　　　　　　
　子どもが自由に造形を楽しめ、ママが見守る時間を作り、家庭ではできない公民館だからこそできる活動を提供していく。作品を作ることを強制はせず、手の感触を十分使って素材の違いを味わうことを中心に遊びの中で表現することの楽しさを味わうことを目的とした。
・参加人数
定員各10人　延べ60人
（イ）実施場所
　　　　　　　昭林公民館と昭林公園
　　　　（ウ）従事者の人数
　　　　　　　・講師　　　　　　　　　　　　　1人
・司会、受付、記録等　　各回　　1人　
　　　　（エ）受益対象者の範囲
　　　　　　　安城および周辺地域在住の一般市民　　
　　　　
　　キ　子育て支援事業7＜子育て支援課　つどいの広場事業･親子サポーターと託児者の研修＞（委託事業）
　　　　（ア）事業内容
　　　　　　　ひろばを運営する親子サポーターと講座託児者の志気を高め、目的を共有し資質向上を図るため研修を開催する。　　　　　　　　
　　　　（イ）実施予定日と参加予定人数
　　　　　　　3回　　開催日程未定　　各25人　　　　　　　
（ウ）実施場所
　　　　　　　総合福祉センター　ingハウスここから他
　　　　（エ）従事者の予定人数
　　　　　　　・講師　　　　　　　　　　　　3人
　　　　　　　・司会、受付、記録等　　各回　１人　
　　　　（オ）受益対象者の範囲及
　　　　　　　広場を運営するスタッフと託児スタッフ

　　ク　子育て支援事業8＜生涯学習課　東部公民館・東部ほのぼのひろば＞（委託事業）
（ア）事業内容
乳幼児親子がのんびりくつろげる子育て広場（公民館遊戯室）を開催する。またその広場が情報交換の場や、仲間作り、子育て不安解消など子育て情報発信基地として、親同士のネットワーク作りが促進されるよう関わる。
　　　・開催日　毎週木曜日
　　　　　　　・実施回数　45回　
　　　　（イ）実施予定日
　平成29年4月から平成30年3月
（ウ）実施場所
　　　　　　　安城市東部公民館遊戯室　　　　
　　　　（エ）従事者の人数
　　　　　　　・各3人
・絵本の読み聞かせ(月3回)　各1人
　　　　（オ）受益対象者の範囲及び予定人数
　 安城および周辺地域在住の一般市民延べ1000人　
　　　　（カ）収入予定額（子育て支援事業ク、ケ収入合計）
685,768円
　　　　（キ）支出予定額（子育て支援事業ク、ケ支出合計）　
　685,768円

ケ　子育て支援事業9＜生涯学習課　東部公民館・『東部ほのぼのくらぶ』＞（委託事業）
　　(ア)　事業内容　　　　　　
毎月１回、遊戯室でのひろばスタッフによるクラブ活動。広場ではなかなか話せない悩みや不安を講座ほど肩苦しくない気軽な雰囲気の中で、仲間作りと少し先輩ママであるひろばスタッフとの交流を通してみんなで子育てを楽しむ場作りをする。託児もひろばスタッフなので安心して子どもの様子を話し合い成長をみんなで楽しむ。
・実施予定回数　　8回
・開催予定日　　毎月１回火曜日
　　　　（イ）実施場所　
東部公民館
　　　　（ウ）従事者の人数
　　　　　　　・講師　　　　　　　　　4人
・司会、受付、記録等　　各1人
　　　　（エ）受益対象者の範囲
　　　　　　　安城および周辺地域在住の一般市民　

コ　子育て支援事業10＜生涯学習課　中部乳幼児学級＞（協働講座）
(1) 事業内容
中部公民館が毎年実施している乳幼児学級を協働で企画運営する。仲間作りや対話、体験を多く取り入れた講座を実施する。
・実施回数　　10回
(2) 実施日　内容
	
	日
	曜
	30年度タイトル
	講師
	備考

	１
	5/9 
	水
	（開講式）出会いに期待を寄せて･･･
～自己紹介・子育て情報交換～
	ＮＰＯ法人ｉｎｇ
	

	２
	5/23
	水
	いっぱい遊んでお友達！
 ～公園散歩と木のおもちゃで遊ぼう！～
	ＮＰＯ法人ｉｎｇ
渡邉由恵
	託児なし

	３
	6/6
	水
	骨盤底筋活性化で体回復！
健幸ママで楽しい子育てを！
	Body Labカラダカクメイ
ピラティスインストラクター
仲村康平
	ヨガマットかバスタオル・水分

	４
	6/20
	水
	願いごとはなあに？
楽しい七夕飾り作りとテルテル坊主作り
	ＮＰＯ法人ｉｎｇ
渡邉由恵
	材料費

	５
	7/4
	水
	安心としあわせの
心地よい “抱っことおんぶ”
	子育て支援まいまい
水野和子
	託児は１時間・後半は体験・抱っこひも持参

	６
	7/18 
	水
	子育てや人生を支えてくれる
お気に入りの本、絵本との出会い
	安城市中央図書館
神谷美恵子
	

	7
	9/5　
	水
	子育て、仕事、生きがい…
これからの「私」をデザインしよう
	キャリアコンサルタント太田満利子
	

	８
	9/19
	水
	産後ママのためのリラックスヨガ
	Yoga　space  family
インストラクター須田恵利華
	ヨガマットか
バスタオル

	９
	10/3
	
水
	みんな、どうしてる？
子育て中はイライラがいっぱい！
スッキリ!シェアタイム！
	臨床心理士
藤田千恵
	

	10
	10/17
	
水
	出会いを力に変えて･･･
～子育て仲間はたからもの～（閉講式）
	ＮＰＯ法人ｉｎｇ
	



(3) 実施場所
安城市中部公民館
(4) 従事者の予定人数　　
　　　　　　　・講師　　　　　　　　　　　　9人
・司会、受付、記録等　　各回　2人　
(5) 受益対象者の範囲及び人数
　 広く安城周辺地域在住の乳幼児を持つ親　延べ250人
(6) 収入予定額
　61,000円
(7) 支出予定額
　　　 　　　 61,000円

サ　子育て支援事業11　＜子育て健康部健康推進課健康推進係　お誕生記念ここから健康推進事業＞
（ア）事業内容
　　　安城市で出産されたママへお祝いで4か月検診時に配られる「ここから利用券」を利用してリフレッシュと仲間作り、お母さんと赤ちゃんの健康づくりを目的に「骨盤調整とリンパケア」「インファントマッサージ」の機会を提供する。
（イ）実施場所
　　　ingハウスここから　　　　
　（ウ）従事者の人数
　　　・講師各1人
・世話係1人
　　　（エ）収入額
　　　　　　216,000円
（オ）支出額　
　　　　　　216,000円

　シ　自主事業＜ingハウス『ここから』・高齢者地域生活支援等実施団体活動支援事業　他＞
　　　(ア)　事業内容
安城市中心市街地に平成26年5月17日オープンした『ingハウスここから』において生涯学習と地域福祉による生きがいづくり・まちづくり・共育共生、出会いと学びの多世代交流空間により市街地活性化事業を開催する。
①ハウスのカフェ利用や会場の貸し出し
②毎月第4土曜日市街地の歩行者天国に合わせた「老前整理・断捨離マーケット」、③各種テーマ別サロンとして「子どもの発達ピアサポート　はな組サロン・でこぼこ広場」（教育委員会後援）＜セ　参照＞
④本通り福祉委員会福祉サロン、健康体操
⑤七夕まつり3日間において、老前整理によるリサイクル、高校生・大学生ボランティアとスタッフによる子どもの遊び場、工作コーナーなどを実施する。
今年度は「安城七夕まつり公募トライアル事業」として『家族の笑顔ステーション事業』を開催。多世代の来場者にたいして、くつろぎとホスピタリティーの向上に資する事業を開催する。
⑥「高齢者地域生活支援等実施団体活動支援事業＜通いの場＞」パソコンクラブ２回、昼食作り「食育アラカルト」、「元気カフェ」「元気あさカフェ」「グリーフケア　陽だまりの会」
⑦「高齢者地域生活支援等実施団体活動支援事業＜生活支援＞」高齢者見守り隊
の活動拠点＜タ　参照＞
・実施場所
ingハウス　ここから
(イ)　従事者の人数　　
　　　　　　　・司会、受付、記録等　　各回　　2~7人　
(ウ)　受益対象者の範囲及び予定人数
　 安城中心市街地地域在住の乳幼児親子や高齢者　延べ3000人
(エ)　収入予定額
815,000円
(オ)　支出予定額
[bookmark: _GoBack]815,000円　

　ス　分科会運営事業１＜託児グループひまわり＞　
　　　　（ア）事業内容
　　　　　　　養成研修終了後の分科会活動。子育て中の一般市民に対し社会参加や生涯学習などを託児によって支援する。
　　　　（イ）実施期間
平成29年４月1日～平成30年3月31日　
　　　　（ウ）実施場所
　　　　　　　安城市内公民館等公共施設、ingハウスここから　　　　　
　　　　（エ）託児日数、参加者の人数　　
　　　　　　　託児日数75日
　　　　　　　延べ託児人数370人　　　　　　　
　　　（オ）受益対象者
　広く安城周辺地域在住の子育て中の親子
　　　　（カ）収入予定額
　495,000円
　　　　（キ）支出予定額
495,000円

セ　分科会運営事業2＜子どもの発達ピアサポート＞　
　　　　（ア）事業内容
　　　　　　　発達に不安がある親子の交流、情報交換の場を開設する。
　　　　　　「でこぼこ広場」は、発達に不安のある未就園児親子が安心して気軽に遊べるスペースを、環境や人員の配慮をし、定期的に開催。親が情報を共有・交換する中で、安心して子育てに臨める場を提供する。
　　　　　　「はな組カフェ」は、リラックスできる雰囲気の中で臨床心理士による相談を行い、親の悩みを軽減する。
　　　　　　「さくら組」は、発達(学習)障害児を持つ親が、仲間同士の交流によって、発達に関する知識を情報交換し、悩みや疑問を共有し、不安感を軽減し前向きに、支え合える場を提供する。発達に不安がある親子の交流、情報交換の場を開設する。
　　　　（イ）実施期間
平成29年４月1日～平成30年3月31日　
　　　　（ウ）実施場所
　　　　　　安城市総合福祉センター　　　　
　　　　（エ）参加者の人数　　
　　　　　　子どもの発達ピアサポート　さくら組
　　　　　　・司会、受付、相談2人
　　　　（オ）受益対象者
　 　　　　　安城市周辺の親子　のべ130人
　　　　
ソ　分科会運営事業3＜男女共同参画社会を拓くDear Vision＞
　　　　（ア）事業内容
　　　　　　養成講座終了後の分科会活動。DVによる被害、その他いじめ等の相談場を開設、インターネットでの相談にも応じる。
　　　　（イ）実施期間
平成29年４月1日～平成30年3月31日　
年20 回
　　　　（ウ）実施場所
　　　　　　安城市総合福祉センター　　　　
　　　　（エ）参加者の人数　　
　　　　　　・相談5人
　　　　（オ）受益対象者
　 　　　　　安城市周辺,不特定の一般市民
　　　　（カ）収入予定額
　　　　　　　0円
　　　　（キ）支出予定額
0円

　　タ　分科会運営事業４＜高齢者お出かけ見守り隊＞
　　　　（ア）事業内容
　　　　　　高齢者外出支援の有償ボランティア活動。見守りがあったら外出したい高齢者を人の杖として同行支援する活動。通院、リハビリ、買い物、趣味、健康体操、床屋、役所手続きなど、健康と生きがい、その人らしさが少しでも長く維持できるよう同行する。
　　　　　　福祉事業でなく、ボランティアだからできる立ち位置で、介護事業の隙間を事業者とも協働、連携して埋め高齢者のQOLの向上に資する。　　　　　　
　　　　（イ）実施期間
平成29年４月1日～平成30年3月31日　
　　　　（ウ）実施場所
　　　　　　拠点…ingハウスここから
　　　　　　実施場所は各依頼人の要望の場所、他
　　　　（エ）従事者、参加者の人数　　
　　　　　　・見守り隊　　　15人
　　　　　　・見守り依頼者　30人＜年間470件＞
　　　　（オ）受益対象者
　 　　　　　　介護認定の有無にかかわらず同行があれば外出ができる安城市在住の市民、
　　　　　　すでに会員で一時的に外出ができない状況になったときの生活支援、ゴミ出しを
　　　　　　含む。
　　　　（カ）収入予定額
　　　　　　　540,000円
　　　　（キ）支出予定額
　　　　　　　540,000円
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1                      平成 30 年度事業 計画   １   事業実施の方針       平成 4 年生涯学習審議会答申において「生涯学習社会」とは，「人々が，生涯のいつでも，自由 に学習機会を選択して学ぶことができ，その成果が適切に評価される」ような社会であるとされて いる。また平成 18 年改正教育基本法第 3 条 (12 月に可決・成立 ) においても，新たに「国民一人一 人が，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることができるよう，その生涯にわたって，あらゆる機 会に，あらゆる場所において学習することができ，その成果を適切に生かすことのできる社会の実 現が図られなければならない。」とされ「生涯学習の理念」として，生涯学習社会の実現に努める ことが規定されている。   特定非営利活動法人ｉｎｇは、「生涯学習の理念」に基づき「生涯学習社会」を具現化するために 愛知県安城市を中心に様々なライフステージにおける学習機会の提供と学習の成果活用による生 きがいのあるまちづく りに寄与することを目的とし、次の事業を計画実施する。   具体的には、本法人の定款第５条第１項第１号の事業として、子育て親子支援、託児活動による女 性の社会参加支援、中高年の健康や生きがい、仲間作りや多世代交流をとおしての市街地活性化事 業、認知症学習、グリーフケア、 DV 被害者支援・高齢者見守り活動、通いの場作りなど各有償無 償ボランティアによる分科会活動により運営する。     ２   事業の実施に関する事項   （１） 特定非営利活動に係わる事業      ア   子育て支援事業１＜ 子育て支援 課   つどいの広場 事業・ 子育て広場＞（委託事業）   （ア ） 事業内容   乳幼児親子がのんびりくつろげる子育て広場（公民館遊戯室）を開催する。またその 広場が情報交換の場や、仲間作り、子育て不安解消など子育て情報発信基地として支 援団体や、親同士のネットワーク作りが促進されるようコーディネートする。        ・ ひろば 開催日         毎週水曜日、木曜日 、金曜日       ・実施回数         13 7 日         ・ほのぼのパーティー   ＊ 7/ 6 …リサイクルパーティー（別室借りる予定あり）   ＊ 12/ 7 …クリスマスパーティー（遊戯室内）   ＊ 3/ 8 …お別れ会（遊戯室内）           ・わらべうた（遊戯室内）   ＊ 5 月   7 月   9 月   1 月             ・親子あそび（遊戯室内）   ＊ 6 月   11 月   2 月           ・絵本の読み聞かせ ( 月 3 回 )          （イ）実施日     平成 30 年 4 月 1 日 から平成 3 1 年 3 月 31 日          （ウ）実施場所  

